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が出現する高リスク症例を拾い上げることも大切である．5-FU における DPD 欠損症や
CPT-11 における UGT1A1 の遺伝子多形などは当該薬剤の毒性を増加させる．しかし，こ
れらを抗癌剤使用症例すべてにチェックすることの費用と労力は膨大である．とくに，






われる抗体製剤の成績や作用機序について，最新の知見を述べる．   
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